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　琉球列島には第四紀環境変動の記録を残したサンゴ礁複合体堆積物が広く分布している（i.e., 琉球層

群；<1.45–1.65 Ma）．なかでも，「新期石灰岩」として知られる<0.4 Maのサンゴ礁複合体堆積物は，アグ

ラデーショナルもしくはレトログラデーショナルな累重様式を示す沈降傾向の期間（>0.4 Ma）からオフ

ラップの累重様式を示す隆起傾向の期間（<0.4 Ma）への大規模な堆積様式の変化を記録している．本研究で

は，これらのうち最終間氷期[Marine Isotope Stage (MIS) 5] またはその前の間氷期（MIS 7）に形成したとさ

れる港川層において調査を行った．港川層は沖縄本島南部やその周辺の島々に露出し，主にサンゴ石灰岩（バ

ウンドストーン）と淘汰のよい砕屑性石灰岩（主に有孔虫化石に富むグレインストーン）の2つの岩相から成

る．本層のサンゴ石灰岩はサンゴ化石を豊富に含むが，詳細な分類学的研究は行われておらず，港川層形成時

の環境変動についても未解明なままである． 

 

　そこで本研究では，港川層のサンゴ化石の群集組成および時空間分布，堆積物の特徴を調べ，海水準と堆積

環境の変動を復元することを目的として調査を行った．調査地である沖縄本島南部に位置する採石場では，港

川層は下位から順にUnit 1–4の4つのUnitに分けられる．本研究ではそれらのうち2つのUnit（Unit 2，3）に

ついて調査を行った． 

　港川層のUnit 2，3から5つのサンゴ群集が確認された：群集1a（水深0–5 m），群集1ｂ（水深0–25 m，低

エネルギー環境），群集2（水深~30 m，もしくはそれ以浅の濁った環境），群集3a（水深0–20 m），群集

3b（水深3–12 m）．本研究では，港川層のUnit 2と3は異なる過程で形成されたことが示唆された．Unit 2に

おけるサンゴ石灰岩と隣接する淘汰のよい砕屑性石灰岩は，同時代に類似した環境下（水深~30 m，もしくは

それ以浅の濁った環境）で形成された．一方，Unit 3からは，サンゴ群集の時系列変化（群集1a→1b→3a→

3b）が確認された．また，サンゴ石灰岩と隣接する淘汰のよい砕屑性石灰岩の間には溶解面が確認され，時間

間隙があることも分かった．これらの結果から，Unit 3形成時には少なくとも2回の海進・海退サイクルが

あったといえる．また，それらの形成と同時期に形成された断層が確認されたことから，港川層のサンゴ礁は

地殻変動による小規模な水深の変化によっても影響を受けていた可能性がある．
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